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正  誤  表

※脱高後、第Ⅳ章第 1節の表5(旧石器時代調査成果)について、一部遺漏のあることが判明した。本書

は例言で述べたように平成 15年 12月 現在の成果をまとめたものではあるが、訂正した表を掲載するに

あたり、平成 16年 3月 までに整理作業等で明らかになつたデータも追加することとした。

表 5 各遺跡における基本層序と検出状況 (平成16年 3月勇住)
遺跡名 MLl 】  し・ Kb MBl ML2 MB2 MB3

蘇石・天神ネ O O

中ノ違第 1 ※ O

野首第 2 O O O O O

唐本戸第 1 O O O

牧内第 1 O O 0 O O O

東唯原第 1 O O O O O

西畦原第2 0 O O

上新開 O O O

永牟岡第 1 O O O

尾小原 O

【凡例】

O…相当層にて進構。遺物が出土

―…出上していない

※…Kr― Kbに類似した暗褐色上

3～6買 表名 遺跡跡一覧 遺跡一覧

3頁 前ノ田村上第 1遺跡
(二次)の本調査面積

49,000 4,900

8頁 表 3右上 整理作業棟 東畦原整理作業棟

8頁 表 3右下 整理作業棟 現場整理作業棟

15頁 左側 16行日 《右を追加》 K区 :縄文時代早期 (MBO)
24頁 左側 8行日 6本の柱穴 底面に6基の月ヽ穴

29頁 右側 6行日 中半 中葉

29頁  荘手1則 10。 164〒目 前 半 前葉

35買 左側 4行日 土器片 (小皿芹) 土師器片

37頁 右側 3行日 大形 大型

39買 写真 39キャプション MBl石 器プロンクと礫群 ML2礫 群検出状況
39頁 写真 40キャプション MBl礫 群 ML2礫 群
40頁 右側 4行日 検出されが 検出されたが

44頁 右4Rl1 4行日 11【r‐Kh KrKb
48買  写真 53キャプション MB2 礫群検出状況 MLl 遺物出土状況
48頁 写真 56キャプション MLl 遺物出土状況 MB2 礫群検出状況
51頁 左側 3行日 20m 31m

51買 左側 4行日 12m 20m

56買 左側 3行日 柱穴 6本 小穴 6基



序

本書は、日本道路公団九州支社の委託により、宮崎県教育委員会が実施

している東九州自動車道 (都農～西都間)建設工事に伴う埋蔵文化財発掘

調査の概要報告書です。

当該区間の発掘調査は、平成11年度から継続して実施しており、今年度

は15遺跡で本調査を行い、多くの成果を得ることができました。

本調査された遺跡の時代・サl■格は多岐にわたっていますが、遺構数や遺

物量の多少にかかわらず、どの遺跡も各時代の地域像を解明する上で重要

な情報を包蔵していると認識しており、調査時から現地説明会等で状況を

公開するよう努めているところです。

また、遺跡の詳細を知るための確認調査は、下半期から主として尾鈴山

東麓の台地上を対象に進めており、今年度新たに都農町内の遺跡に着手す

ることとなりました。

それらの成果についてまとめた本書が、埋蔵文化財に対する理解を深め

るための一助となり、学校教育や生涯学習の場で広く活用されることを期

待します。

なお、発掘調査にあたって御協力いただいた地元の方々、関係諸機関に

厚く御ネL申 し上げます。

平成16年 3月

宮崎県埋蔵文化財センター

所長  米良 弘康



例 言

1 本書は、平成15年度に実施した東九州自勃車道 (都農～西都間)建設工事に伴う埋蔵文

化財包蔵地の発掘調査報告書である。

2 発掘調査は、日本道路公団九州支社から委託を受け、宮崎県教育委員会が実施 した。
3 本書の遺跡位置図 (図 1)は、国土地理院発行の1/50000の 図をもとに、それを縮小 し

て作成した。

4 本書に記載された遺跡の調査内容・成果は、平成15年 12月 末現在で把握しているもので

あり、今後の調査・検討の結果、変更する点が生 じる可能性がある。

5 本書で用いた標高は海抜高である。方位は基本的に座標北 (Go N。 )であるが、一部

磁北を示す。磁北についてはM.Nと 明記している。
6 本書に使用した実測図等の浄書は、各遺跡の調査担当者が行った。
7 現地での写真は各遺跡の調査担当者が撮影した。
8 本報告書で使用する遺構の略号は次のとおりである。
SA=竪 穴住居跡  SB=掘 立柱建物跡  SC=土 坑  SD=土 獲 (墓 )
SE=溝 状遺構  SI=集 石遺構・礫群  SX=不 明遺構

上記のほか、性格・機能の推定が可能な遺構について、「道路状遺構」などと表記 して

いる。

9 遺構の深さは、検出面からの値である。本文中には「検出面からの」は略している。
10 本書の編集は、調査第一課調査第二係 吉本正典・堀田孝博が行った。執筆は吉本・堀
田と各遺跡の担当者が分担した。

11 各遺跡の出土遺物、その他諸記録類は、宮崎県埋蔵文化財センターで保管 している。
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巻頭図版 2

牧内第 1遺跡 (四次)石 器・礫群検出状況

東畦原整理作業棟 礫の整理・接合作業状況



巻頭図版 3

野首第 2遺跡 集石遺構 (S1156)

唐木戸第 1遺跡 (二次)陥 し穴(SC2)



巻頭図版 4

湯牟田遺跡 (二次)K― Ah層上面 遺構検出状況

前ノ田村上第 1遣跡 (二次)周 溝状遺構

Ⅳ



巻頭図版 5

尾小原遺跡 (二次)弥 生土器出土状況

野首第 2遺跡 縄文時代・古墳時代集落



巻頭図版 6
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次

:新富町 三財原段丘面俯欧
:上 牧内第 1遺跡 (四次) 石器・礫群検出状況

下 東畦原整理作業棟 礫の整理・接合作業状況
:上 野首第 2遺跡 集石遺構 (S1156)

下 唐木戸第 1遺跡 (二次) 陥し穴 (SC2)
:上 湯牟田遺跡 (二次) K一 Ah層上面 遺構検出状況

下 前ノ田村上第 1遺跡 (二次) 周溝状遺構
:上 尾小原遺跡 (二次) 弥生土器出土状況

下 野首第 2遺跡 縄文時代 。古墳時代集落
:上 野首第 1遺跡 竪穴状遺構 (SX2)

下 銀座第 1遺跡 (四次) 中世土壊墓
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第 I章 はじめに

第 1節 発掘調査 の経緯

東九州自動車道の延岡～清武JCT間 は、平成元

年 2月 に基本計画が決定し、それに基づき宮崎県教

育委員会では、平成 6年度に国庫補助を受け、予想

されるルート周辺の分布調査を行い、多くの遺跡が

確認されている1)。

その一区間である都農～西都間については、平成

9年 3月 には整備計画路線となった。さらに平成 9

年12月 25日付けで建設大臣 (当時)か ら日本道路公

団へ施行命令が出され、それに伴い宮崎県教育委員

会は、平成10年度に路線上の遺跡分布調査を行い、

計79箇所 (896,000督 )に およぶ遺跡の存在が推定

された。

それを受け、宮崎県教育委員会では、協議の結果

工事施工によって遺跡に影響が出る部分について、

着手前に発掘調査を実施することとなった。調査は

平成11年度より日本道路公団の委託を受け、宮崎県

埋蔵文化財センターが行っている。

今年度は平成15年 4月 1日付けで日本道路公団九

州支社と宮崎県との間で契約が締結され、同日から

平成16年 3月 31日 までの間、発掘調査が実施される

こととなった。

平成15年 4月初旬より、昨年度から継続している

川南町銀座第 1。 前ノ田村上第 1、 高鍋町野首第 1

・野首第 2・ 牧内第 1、 新富町東畦原第 1・ 西畦原

第 2・ 上新開の各遺跡の調査に着手している。平成

15年 12月末現在、14遺跡で本調査が実施され、さら

に 1遺跡で本調査に着手する予定となっている。

また、用地引渡しがなされた箇所で、遺跡の広が

りや時代、遺物包含層の有無や厚さ、検出が予想さ

れる遺構等のデータ収集を目的とする確認調査が18

遺跡で実施された。当該事業に伴うものとしては初

めて都農町内の遺跡 (立野第 3・ 第4)で調査が実

施されるなど、小丸川以北の都農町・川南町に調査

の比重が移ってきている。

この確認調査の結果、遺物包含層が存在しない、

あるいは滅失 していると判断された遺跡がいくつか

ある。それらのうち、現段階で報告可能な 1遺跡に

ついて、第Ⅱ章に概要を掲載している。

調査の終了した遺跡の資料については、順次整理

作業、報告書作成作業を実施している。

また調査時に、遺跡の内容について速報的に紹介

する現地説明会を、原則として全ての本調査現場で

実施する方針で考えている。

註

1)宮崎県教育委員会『東九州自動車道関連遺跡詳細分

布調査報告書 2』 (西都～延岡・延岡道路) 1995

第 2節 調査組織

調査組織は次のとおりである。

調査主体 宮崎県教育委員会

宮崎県埋蔵文化財センター

所  長       米良 弘康
副所長兼総務課長   大薗 和博
主幹兼総務係長    石川 恵史
副所長兼調査第二課長 岩永 哲夫
調査第一課長     児玉 章則
調査第一課第一係長  谷口 武範
調査第一課第二係長  長津 宗重

調査第一係

渡部誠一郎 永野高行 新町芳伸 倉薗靖浩
安藤真二 大山博志 尾園賢二 永山博一

鵜戸周成 山田洋一郎 竹田亨志 安藤正純
阿部直人 加藤 学 小山 博  高橋浩子
興IB慶一 藤木 聡 松本 茂  金丸琴路

調査第二係

横田通久 永田和久 都成 量 大村公美恵
山下健一 原田茂樹 栗山正明 吉冨俊文
安藤利光 外山宏幸 長友久昭 藤本典昭
吉本正典 成亥浩志 河野康男 白地 浩
島木良浩 今塩屋毅行 堀田孝博

調査員 (嘱託)

松尾有年 小宇都あずさ 川畑真二 嶋田史子
高木祐志 松元一浩 金丸史絵 黒木 修
大野義人

―
-1-―



図 1 東九州自動車道 (都農～西都間)関連遺跡の位置

-2-



表 1 東九州自動車道 (都農～西都間)関連遺跡跡一覧

遺番
号
市
町 跡  名 遺跡

扁
積 調査
戸
積
醤 種 主な遺構 。遺物の時代  調 査 期 間

1朝 倉 都農町大字川北

2 尾立第 2 1100
12,600４

一
５ 3
空
第尾 3.000

6 尾立第 4 12,800
都
　
由辰
　
町

7 尾立第 5 2,700

8 立野第 5 13500

9 立野第 1
10立野第 2
,,立野第 3

rθ 八幡第王 川南町大字川

14 八幡第 2
15上 ノ原・北分

151117-129

151117-129 終了

788 14 1452-529
確認〃 字前田

〃 宇前田・沓袋田
〃 字前田
〃 宇沓袋田

141021-116
2,01214 本掘(一次)中世 。近世

33,700  2,14014 本掘(二次)

1478-1031

16銀座第 1
14111-15331
1543‐V529

4,04414 本掘(二次)縄文[早],中世 1412 10-1535

― =翠 嘩 15-市警聾
1557´-528

3,000～  本掘(四次)中世・近世 15819-

“
∞端 望――場霧訴――隔盈縄え�

1452-530,7銀座第 2 〃 宇黒岩 終了1478-15328

鞘∞
郭

望
峠

隔 器 鮫
1452-57

,9 銀疸ζぢ有3 〃 宇明野 終了14617-731

'9銀
座第 3A 1014  確認 1452^ヤ 57 終了

20登 り口第 1 2,000

21登 り口第 2 9,100

22山 ノ回         ″         5,300
23谷ノロ       〃         200
24市納上第 1      〃         6,800  1,50015  確認               15■ 10～ 16116
25市納上第2      〃         1,100
26市納上第3      〃         3,900
27市納上第 4

,‖ 型
29虚空蔵免
9θ 赤石・天 IP 45,400     6,630 15 15916-1225
31天神本第 2
32大内原 325 15 15 11 10-

670 13 13912-1015
〃 字中の迫 1551-722

33中 ノ迫第 1 〃 字丸尾・綿打上  79,800
〃 字綿打上 本掘

旧石器,縄文,弥生
[後 ]

15■ 12～ 調査中

2,280 15

4,100

３４

一
３５

中 ノ 20,300 720 13 131015-1130
ノ迫第 3 10,200

36中 ノ迫第4
90013  確認

5,20014 本掘(一次)

13911-11 15

弥生,中世,近世 131213-14329
1444-1011

97前ノロ式こ第 二

38前 ノ田本寸

〃 字須田久保  20,100   50014

49,000-――

4,300 15

本掘(二次)1日石器,中世,近世

確認 141015-1030
141212-15331
1544-59

本掘 (二次)弥 生 [後],中世,近世  15623～ 1212
14.100    2,154 13    1荏 言思 13912′ Vヽl1 20

39赤 坂

卿0氏淘 喘 勘
13102′-1129
131210-14329

41湯牟田 〃 字湯牟田 1443-731

器 も

43尾イをA 21,400

-3-

155 1′‐V74

調査中
42 Eヨ ノ丹1打子 13,000



表 1 東九州自動車道 (都農～西都間)関連遺跡跡一覧

再苺遺跡名 所  在 遺
鞘需
積調
烏肩
積笹 種 主な遺構・遺物の時代  調 査 期 間  備考

ηη 句 九ξ 高鍋mE大字上江字五郎丸 7,100 516 13 確認 13102-105 終了

65 13 確認 14116′や123

1451‐V718 終了
45青 木 〃 字崩戸 縄文,中世

585 14 本掘

39 12 確認 1287-821

6赳
!高   14513 

確認

 縄文,古墳,中世,近世
131217′‐▼1227

46野首第 1 〃 字野首 14115-329
10,416 14

15

本掘 1448-15331
1541～ 調査中

150 12

12619-628
1287-822
12928´-1013

旧石器,縄文[早・後]
古墳,古代,中世

13312-ヤ 316

1357～ 14329
1443-15331

47野首第 2 ″ 字青木 11,700

13

6,850 14

15

本掘

1541～ 調査中

20013  確認 14226′‐Ψ318
48南中原第 1 〃 字北中原 10,200 12015  確認 1551-623
イθ南中原第 2 〃 字北中原 18015  確認 1551′ Vヽ623

5θ 老瀬坂上 〃 字北中原 3,800→   11013  
確認

6,000  6,49014  本掘

1368-75
旧石器,縄文[早],古代 1393～ 14329

1443-129 終了

210

-1222,500     6,790

確認
12619-628
1287-822

本掘(一次)古墳～古代 1294′-13330
5,下耳切第 3 〃 字下耳切

盈∞0硝 釉 ← め 響養
陣・側 '納 ～ ほ 44～M翻

6,80014 本掘 (二次)縄 文 [早 ] 14523-829 終了

12615-628
1287-822
12102-1011

52北牛牧第5 旧石器,中世〃 字牛牧
200 12 確認

本掘(一次)

27,800
13216-221

91800 1294～ 13330
8,00013 本掘(二次) 1344-14329

昔
画
　
鍋
　
町

300 13
旧石器,縄文[早 ]

1486-38
1457-8292,000 14 本掘 (一次)

59唐木戸第王 〃 字北唐木戸 17,600 確認 1523-224

5,50015 本掘(一次)十日石器,縄文[早],中世 1556～ 95 終了

480 13 確認
54唐木戸第 2 〃 字北唐木戸 縄文,中世

14311′―▼322

1492ハヤ1537 終了4、 200 14 本掘

55唐木戸第3 ″ 字北唐木戸 旧石器,縄文 [草創・早]

12619′-622
13213-215
131015-14329
1443′‐V730 終 了

25 12 確認

2,875器 本掘

12619-627
88 12 確認 1287-810

5δ 屋:ラ代戸〒テ有を 〃 字北唐木戸 4,100 旧石器,縄文[草創・早]

弗
B#

1357-1227
―,8010 1424-14222

57唐木戸第 5 北唐木戸   2,400 200 13 14225′‐V36

58イ 並ヽ第王
650

〃 字西小並   →7,050端 洗 1日石器蜘 悧 13513-681393～ 14329
1448～ 1225   終了

駆 ∞
弓

お
器

13513-68
59 /Jヽ並第 7 字黒土田 426-225 終了

1287-811
296

-12 2104

確認 12102-1016

本掘(一次)十日石器,縄文[草創]  12■ 6～ 13330

∂θ牧内第二 〃 字牧内 μ,400 3,40013

3,70014

本掘(二次)十日石器,縄文[車創]  1343～ 14329
14110-14329

本掘(二次)1日石器 1443-1129

4,900+本掘(四次)旧石器,縄文[草創]
14917′や15331
1541′ マヽ623 終了

1287^レ 8 11
56 12

1325-214

端
硝
+

1364-627
終了

δr牧内第2 字牧内
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表 1 東九州自動車道 (都農～西都間)関連遺跡跡一覧

再葺遺 跡名
遺
聡扁
積調
ξ扁
積各 種 主な遺構・遺物の時代  調 査 期 間

ν 音明寺第二
新富町大字新田字音明
寺

蜘 0 
巧0ツ 確認

  旧石器,
本掘  以降

12413-418

縄文[早],中世 1265～ 614
1294-13330
1343-7315,350 13

本掘
終了

1265-614

″ 字音明寺 16,800

200 12 確 認

卑 慨露
器,緻 阿 ,中世

12724-81
δ9音明寺第2 1294′-13221

14130-220
5,70014 本掘(二次)            14516～ 1226   終了

64東畦原第 1 〃 字下迫口   14,800
2,20014 本掘(二次)

3,800-― 本掘(三次)

71213  確認

5,08814 本掘(一次)

58813  確認
旧石器,縄文 [早 ]

1386-831
13111-14329
1441-930
14130-220
14520-1226
1411 11-15331
1541-66

13 1l l-14329

1443-89
14924-15214 終了

_15_
3,0001b 本掘(四次)            15818～      調査中
518.ハ   確認              1386～ 831

“

東魅原第 2
一一
二主 13~

〃 字中原    7200   3,48214 本掘(一次)1日石器,縄文

310014 本掘(二次)
12724-84

端

乾

鶉
隔 器

1,80013 本掘(二次)

1299-929
δδ東畦原第3 〃 字大中原 12116-13330

1343-928 終了

1265-613
250 12 12724-83

旧石器,縄文,弥生[中
～後]

1299-929

卿 0瑞
釉 ← め

1294-13330
δア西畦原第 二 〃 字吐合 1343-731

7,55014 本掘(二次)弥生[後],古代以降   14517～ 930 終了
新
　
曽
四
　
町

400 12
1265-68
12920-105

〃 字前原
蜘 0瑞 憾

解

76014 木掘(二次)
3,70015 本掘(三次)

旧石器,縄文

1357-V14329
14212-312
14924′ Vヽ1226

1543-1225 終了

鉗 西畦原第 2

〃 字吐合

〃 字上新開 19,900

49014  確認

3,71015  本掘
14119‐V15331
14826-913

ω 上新開 旧石器,縄文
終了1541-101

44 12 12724′-83

70-アロ ″ 字壱丁田 14,900

166 14 1493-925 終了

1386-831

12413-418
37 12 確認

71勘大寺 〃 字駒取場 16.900 12719‐ V728

2500 14 本掘(一次)十日石器,縄文[早 ] 1499-15228
90 12

確認
12930-106

72永牟口第 ユ 〃 字永牟田 取 ∞

弔
朽

1551-66
本掘 旧石器 15911～ 1225  調査中

1265～ 612

550 12 1281-84
73永牟田第 2 〃 字永牟田 24,600 12920-102

6014  確認 14123′‐V1213

隅

趾 1臣百盈 縄� 鞠 悧

25,600  4,572了 本掘(一次)

12323-329
13514-61
13111-14329

74尾小原 〃 字尾小原 1441-830

5,000 15

1551-714
本掘(二次)1日石器,弥生[後 ] 1594- 調査中

800 11

500 12
″ 字綿打 15,300 385 13

旧石器,縄文,弥生 E中 ],
古墳 [前 ]

12321-328
12914-929

75向原第二 13112-1128

2,3b器
14311-329

本掘 終了1443-810
アδ向原第 2
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表 1 東九州自動車道 (都農～西都間)関連遺跡跡一覧

再毒遺跡名 遺跡
戸
積 調
3評
積
径  種 主な遺構 。遺物の時代  調 査 期 間  備考

77藤山第 1 ″ 字綿打 4213  確認 13111-1120
縄文 [早],古墳50014 本掘 (一次) 1463-7 15

73藤山第 2 〃 字藤山 駆∞
瑠

乾
斗

緻 阿
12724-84
1294^マ 13 1 9 終 了

型   確認
12124-329

覇
79宮 ノ東

市

西都市大字岡富字宮ノ東 21,900  410
即 0朽 釉  密篭'繊 '試 '鞘 'b n6

1573-9 2

調査中

∂θ 富ノ訪        〃 字宮ノ前    200   1212  確認               12925～ 927   終了

注 *「遺跡面積」は当初の想定遺跡面積。「調査面積Jは実掘りの表面積。

第 3節 基本層序

当該事業に伴い発掘調査が実施される遺跡は、北

は尾鈴山系の東麓付近から、南は一ツ瀬川左岸に至

る範囲に点在している (図 1)。

特に小丸川と一ツ瀬川にはさまれた地域は、牛牧

原・三財原・新田原といった標高70～90mの洪積台

地が展開しており、対象となった遺跡の多くが台地

上に立地している。

そういった台地上 (特に三財原段丘面)の遺跡の

基本層序については、昨年度の概要報告書にも記載

されているとおり、共通の層名・ テフラ名を付して

共通理解を図っている2)。 表 2の「略称」の列がそ

れであり、出土層位が問題となる旧石器時代や縄文

時代の整理や報告を行う上で有効であると考えられ

る。

ただし、第 1節でも触れたとおり、調査地の比重

が次第に北に移りつつある。当然のことながら層序

の状況も漸移的に変化している。

例えば、唐瀬原面
3)に あたる川南町大内原面 (中

ノ迫第 1)で はKr Kb(′!ヽ林軽石を含む褐色土層 )
の層準に褐色上がみられるものの、小林軽石のパ ミ

スはごくわずかに認められる程度となる。

この唐瀬原面は扇状地性の段丘面で、本来的には

Aso 4(阿蘇 4火砕流)以上の日向ローム層に覆わ

れる。 ところどころ尾鈴山酸性岩 (溶結凝灰岩)の

礫を含む礫層が挟在する。

今後、層の違いの細部について比較検討 していく

ことが必要と考えられる。

註

2)宮崎県埋蔵文化財センター『東九州自動車道 (都農

～西都間)関連埋蔵文化財発掘調査概要報告書Ⅲ』(宮

崎県埋蔵文化財センター発掘調査報告書76)2003

P5～ 7

3)宮崎県『国土調査 土地分類基本調査』(尾鈴山)

1995
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表2 東九州自動車道 (都農～西都間)基本層序

Na  略 称    層  名
1      表土
2ク ロボク  黒色土
3 Kr― Th 高原スコリア

4ク ロボク

5 K― Ah  鬼界アカホヤ

本地域では分布北限に近く,低湿地のクロボク中
に認められる

二次堆積の場合は,暗橙色の場合がある。低湿地
では白い

6.5ka

黒褐色ローム

暗褐色ローム

桜島薩摩 (Sz一 S)1lka

21 ML4
22 Kr― Iw

23

24

25A― Iw

明褐色ローム

イヮオコシ

明黄褐色ローム

キンキラローム

姶良岩戸

年 代

AD1235

60ka

徴特

6

7

8

9

10

褐色ローム

暗褐色ローム1l MBl

12 ML2

13 AT 姶良Tn

14 MB2   暗褐色ローム
15A― Fm  姶良深港
16A― Ot  姶良大塚
17 MB3   暗褐色ローム
18 ML3   褐色ローム
19      赤褐色ローム
20 Kr― Aw アワオコシ

15ka

パ ミスは細かく,シ ャーベット状のブロックとな
っている。通常は明褐色で低湿地ではピンクがか
ることが多い。低湿地などの保存状態のよいとこ

ろでみられる。

小丸川以北では識別が難しくなる

深年Ⅱ段丘堆積物

径 2～ 3 cmの 球形の暗褐色のしみを多く含む。
ATの二次堆積や,土壌化,腐植などの影響でAT
本体より色が暗いと思われる。

24.5ka  一次堆積層では最下部に大隅降下軽石 (姶良大隅 :

A―Os)が見られる。
AT直下のブラックバンドと呼ばれる部分で,固 く

26.5ka  クラックを生じることが多い。MB3で は白色鉱物
30ka   が少ない。中部にパ ミス (A一Fm,A Ot)が密な部分

が見られることがある。

41ka 赤褐色。スコリア, ラピリ。固結。
イワオコシより細粒。降下スコリアを主体とする。
高鍋は分布域の北限に近いので,確認できないと
ころもある。

50ka   赤褐色,ア ヮオコシに比べ祖粒。黄褐色パ ミスを
含む。降下軽石を主体とする。

雷野段丘堆積物

黄～淡黄色の粘り気のあるローム。高温石英を含
みきらきら光る。姶良岩戸 (A―Iw)の風化層。
祖粒砂大～径 3 mmの黄色軽石層。黄色いずラメの
ように見える。高温石英が非常に多い。ATよ り
粗粒。

岡富段丘堆積物

86-90ka 本来は阿蘇 4火砕流噴出の際の灰白色ガラス質降
下火山灰もしくは火砕流堆積物であるが,風化が
激しい場合が多い。その場合,褐色・橙色・ ピン
ク等に変色。褐色角閃石を特徴的に含む。

26 Aso-4  阿蘇 4

*年代は,奥野充 。福島大輔・小林哲夫「南九州のテフロクロノロジー」 (『人類史研究』12 2000)に よる。未較正。

MBO

Kr― Kb
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第 4節 整理作業

今年度、埋蔵文化財センター本館においては、東

九州自動車道関連の24遺跡で出土した遺物の整理作

業を実施した。

さらに東畦原整理作業棟において、12遺跡で出土

した旧石器時代や縄文時代早期の礫の水洗、注記、

接合、計測、接合データの整理等を行った。

表3 整理作業を実施した遺跡
[本館]

遺 跡 名 遺物量 (今年度分礫を除く)

礫の接合の結果、例えば小並第 1遺跡では縄文時

代早期の集石遺構間の礫や、集石遺構と散礫、ある

いは集石遺構と土坑の礫が接合する事例や旧石器時

代の礫群間の礫が接合する事例があることなどが判

明している。

以上の他、発掘作業と並行しながら、現場で出土

遺物の水洗、注記の作業を実施し、整理の進捗を図

った。

遺 跡 名 遺 物 量

銀座第 1遺跡(二次)

銀座第 2遺跡

銀座第 1遺跡(―・二・四次)

前ノ田村上第 1遺跡

前ノ田村上第 1遺跡(二・二次)

湯牟田遺跡(二次)

唐木戸第 1遺跡(二次)

唐木戸第 2遺跡

唐木戸第3遺跡

唐木戸第4遺跡

小並第 1遺跡

下耳切第3遺跡

青木遺跡

野首第 2遺跡

老瀬坂上遺跡

牧内第 1遺跡(四次)

牧内第 2遺跡

音明寺第 1遺跡

音明寺第 2遺跡(二次)

東畦原第 1遺跡

東畦原第 1遺跡(二次)

東畦原第 2遺跡(―・二次)

西畦原第 2遺跡

西畦原第 2遺跡(二。二次)

尾小原遺跡

尾小原遺跡(二次)

向原第 1遺跡

勘大寺遺跡

上新開遺跡

土器 8箱

土器■箱,陶磁器 2箱,石器 1箱

土器・陶磁器16箱

土器17箱,陶磁器56箱 ,石器 9箱

土器 1箱,陶磁器19箱,石器 1箱

土器 2箱 ,石器13箱

土器 1箱,石器4箱

土器3箱,石器 1箱

土器 2箱,石器24箱

銀座第 1遺跡

銀座第 2遺跡

老瀬坂上遺跡

小並第 1遺跡

牧内第 1遺跡(四次)

野首第 1遺跡

野首第 2遺跡

音明寺第 1遺跡

東畦原第 1遺跡

東畦原第 1遺跡(二次)

東畦原第 1遺跡(二次)

西時原第 2遺跡(二・二次)

勘大寺遺跡

上新開遺跡

礫13箱

礫30箱

礫350箱

礫400箱

礫19箱

土器・陶磁器90箱,石器 8箱

土器40箱

礫10箱,石器10箱

礫85箱

礫10箱

礫8箱

礫53箱

礫12箱

礫30箱

石器8箱

土器 1箱 ,

土器150箱 ,

土器4箱 ,

石器100箱 ,

土器32箱 ,

石器13箱

土器 1箱 ,

土器5箱 ,

土器 1箱 ,

石器9箱

石器9箱

土器 1箱 ,

石器14箱

土器 1箱 ,

土器 1箱 ,

土器 1箱 ,

石器53箱

石器145箱

石器 1箱

土器250箱

石器65箱

石器8箱

石器55箱

石器14箱

石器15箱

石器3箱

石器22箱

石器3箱

石器4箱

石器10箱

遺 跡 名

前ノ田村上第 1遺跡(二・二次)

湯牟田遺跡(二次)

野首第 1遺跡

野首第 2遺跡

牧内第 1遺跡(四次)

東畦原第 1遺跡

土器22箱 ,

土器 1箱 ,

石器50箱

[整理作業棟]

[整理作業棟]
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第 5節 現地説明会等

発掘調査時に、速報的に調査成果を伝える現地説

明会を、基本的に全ての調査現場で実施している。

表4 現地説明会等実施状況

また報告会という形で資料を紹介する機会を設け

ることや、体験発掘を受け入れるなどの普及活動を

実施 している。

実  施  日 遺 跡 名 実 施 時 刻 参 加 者

6月 21日 (土) 西畦原第 2遺跡 (二次) 13:30-15 : 30 33名

7月 10日 (木 )

新富町発掘調査現場全般 9:00～ 12:00
*新富町立上新田中学校にて出前授業実施
*生徒59名、教職員 5名

64名

7月 12日 (土 )

牧内第 1遺跡 (四次) 13:30-15:30
老瀬坂上遺跡
*高鍋町中央公民館にて報告会実施

924ζ

7月 22日 (火 )

24日 (木)

上新開遺跡発掘体験

西畦原第 2遺跡発掘体験
13100-17:00
8:30～ 17:00

*教職経験10年経過研修              26名
*22・ 23日 2遺跡で発掘調査体験実施
*24日神宮分館にて埋蔵文化財行政に関わる研修実施

8月 5日 (火 )

上新開遺跡職場体験実習 8:30～ 17:00
*宮崎南高等学校職場体験実習実施
生徒 2名 。引率教諭 1名

3名

10月 17日 (金 )
銀座第 1遺跡 (二次)見学 14: 00-15 1 00

*県建設技術協会第 2回研修会での現地説明会実施
704登

10月 22日 (水 )
湯牟田遺跡見学
*多賀小学校

11 :00-12:00
児童22名 ,引率教諭 2名

24名

10月 26日 (日 ) 野首第 2遺跡 9:30-15:30 146名

11月 25日 (火 )
野首第 2遺跡発掘体験 9:30～ 11:30

*高鍋西小学校 児童34名 ,引率教諭 1名
35名

12月 19日 (金 ) 赤石 。天神本遺跡 13 : 30-14: 30 334登

3月 6日 (土 )

-9-

10:20-15:30

79イ畜12月 21日 (日 ) 前ノ田村上第 1遺跡 (二次) 13 : 30-15 : 30

上新開遺跡

永牟田第 1遺跡
尾小原遺跡
*東畦原整理作業棟
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第Ⅱ章 確認調査の結果

みなみなかばる

49 南 中 原第 2遺跡

(1)遺 跡の立地

小丸川を北東に臨む段丘裾部に立地する。標高は

40mを測る。もとは谷地であったが、棚田として利

用された後、平坦にされたという。

(2)調 査の概要

今回の確認調査では、対象地内に24箇所のトレン

チを設定したが、 T18の旧耕作土下で局部的にK一

Ahが残存していた以外は、大小の礫を含む客土や

褐色土層、青灰色土層が厚く堆積しており、遺物包

含層は確認できなかった。

遺物は、 T12の 旧耕作土中で、 流れ込みとみら
れる土器片が 1点出上したほか、表土中で土器片や

陶磁器、剥片等 (時期は不明)が数点表採されたの

みである。

(3)ノ Jヽ 結

全域にわたり客土や礫を多く含む粘質土層が厚く

堆積している状況で、出土遺物も原位置をとどめる

ものではない。

なお北側に隣接する南中原第 1遺跡の確認調査も

あわせて実施した。設定した14の トレンチのうち、

T3を除く全ての トレンチで遺構 。遺物が確認され

た。黒褐色土・ クロボク・ K―Ah・ MBOoMLl
の5つ の遺物包含層が認められる。

(1参
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図2 遺跡周辺の地形とトレンチ配置 。基本土層 (1/2,000)
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第Ⅲ章 本調査の成果
ぎん ざ

16 銀座第 1遺跡 (四次)

(1)遺 跡 の立地

本遺跡は川南町市街地の北西約 3kmに位置し、

川南町と都農町との町境を東流する名貫川右岸に広

がる、標高約120mの唐瀬原段丘面に立地する。

調査地は北東から続く扇状地の緩斜面と、南西の

丘陵から続く緩斜面とが形成するなだらかな谷地形

部にあり、その南には緩やかに傾斜する平野が広が

る。現地形は水田や畑地として削平・造成されてお

り、調査区の北東部から南西部にかけて3箇所の段

差が見られる。

(2)調 査の概要

これまでに中。近世の溝状遺構・掘立柱建物跡・

土坑が確認されている。表土直下K一Ah上の遺物包

含層は造成及び耕作によってそのほとんどが攪乱さ

れているため、表土中から中 。近世を中心とした土

器片 。陶磁器片等がわずかに出土する状況にある。

遺構はK―Ah面からMLl面で検出されている。
①中 世
SE4が 調査区西半を北西から南東にかけて走っ
ている。最大幅1.2m、 深さ0.5mを測り、断面形は

弓形を呈する。 SE4は その南側にある柱穴群を囲
むような形で位置している。埋土中からは龍泉窯系

青磁碗・備前系悟鉢など6点の中世遺物が出土 して

いる。同じくS Ell・ 12は線描連弁の入った龍泉窯

系青磁碗・ 白磁皿を含む中世遺物が出土している。

これら遺構の底面では、1.4m× 0.4mを測り埋上の

硬化した波板状のピット列が検出されており、 2条

から3条の道路状遺構の可能性がある。

また調査区西側で 1基の上墳墓 (図 5)が検出さ
れている。平面形は長軸1.4m× 短軸0.6mの長楕円

形を呈 し、深さは0.3m、 主軸をほぼ南北にとる。

墓墳内に人骨は遺存していない。土墳墓内の北西隅

からは、床面からやや浮いた状況で、責橙色を呈す

る土師器が完形に近い状態で 3点出上した (図 5)。

調査区

ヤ‐

卜♪＼

驀
湘
打
＼わ・生

'ア

イ「
/々
“ア ヽ

洋
て

Ｂ

斗
鞠
欅

性

／
・‐
ゝ
／ヽ
―ヽ
エ

図3 遺跡周辺の地形と調査区 (1/4,000)
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図4 遺構の分布 (1/400)
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写真2 遺構検出状況

図 5 中世土境墓 SDl(S=1/20)と 出土遺物 (1/3)
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0                     10cm

写真3 作業状況

写真4 SBl柱 穴半裁 写真5 SBl柱 穴 出土石田 写真6 波板状ピット列



出土状況からは埋葬時のものと考えられる。 1点は

杯で体部内外面にロクロ痕が認められ、底部は回転

ヘラ切り痕を残す。他の 2点は小皿で法量がほぼ等

しく、底部はともに回転ヘラ切り痕を残すが、うち

1点は木目圧痕を有する。

②近 世
調査区西側から掘立柱建物跡 3棟が検出された

(SBl～ 3)。 後述するように柱間のかなり広い建

物がある。そのため柱穴の想定される箇所について

繰り返し精査を行ったが、結局検出されなかった。

SBlは 桁行 4間 (7.2m)・ 梁間 2間 (4.9m)
の平面長方形を呈する。柱穴径は0.4m前後である。

深さは0.4～ 0。 9mを測り、柱痕跡が認められる。そ

のうち柱穴 4箇所から複数の銭貨が出土している。

銭種は「寛永通宝」がほとんどで、 1枚または2～

5枚が重なったものである (写真 4)。 さらに 1箇

所からは石臼 (写真 5)・ 陶磁器片 。キセル等が出

土している。この掘立柱建物は出土遺物から近世後

半のものと推察できる。

SB2は 桁行 2間 (6.3m)・ 梁間 1間 (35m)
の平面長方形を呈 し、柱穴径は0.4m前後、深さ0.5

～0.8mを 測り、柱痕跡が認められる。

SB3は 調査区内で確認されている部分は桁行 1

間 (1.9m)・ 梁間 1間 (5.Om)の 状況である。深さ

は0.4～ 0.6mを測り、柱痕跡が認められる。柱穴か

ら近世後半の京・信楽系陶器碗や銅製の毛抜きが出

土している。

③時代不明の遺構

SE6は 北東から南西にかけて走り、最大幅1.1
m、 深さ0.4m、 断面形は弓形を呈する。このSE
6の北半を切る状態でSE9。 15を検出している。
またSE6に 切られる土坑 (SC8)も 検出した。
SC8は 平面楕円形で1.3m× 0.8m、 深さは1.2mを

測る。陥し穴の可能性もあるが、具体的な用途は明

らんゝではない。

SE7は SE6と 並行に走り、最大幅0.9m、 深
さ0.lm、 断面は逆台形を呈 し、 S E10に 切られる。

その他、土坑が13基検出されているが、いずれの

遺構も出土遺物がないため時代の特定ができない。

(3)/1ヽ  結

遺跡全体として、遺物の出土数が少なく時代を特

定できない遺構が多い。その中で中世に関連する遺

構としては、溝状遺構と土娯墓が確認されている。

溝状遣構については、一次調査区ではその形状 。規

模から防御的・区画割り的な性格が看取されたが、

四次調査区においては区画割りの意味合いが強い印

象を受ける。

また土墳墓に切られた状態の柱穴が検出されてお

り、中世の掘立柱建物が存在 したことも推察できる。

溝状遺構や土娯墓で出土した中世遺物からは13～ 16

世紀頃の、さらに掘立柱建物の柱穴出土遺物からは

近世後半期における人々の生活の痕跡が認められる。

鰻・，さ螂
一
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写真7 中世の出土遺物
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写真 8 近世の出土遺物
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30 赤石・

(1)遺 跡の立地

川南町の北西部、尾鈴山塊の東麓に広がる丘陵と

野田原段丘面との境、標高は100mの地点に位置す

る。北は平田川、南は篠原川に挟まれた緩やかな丘

陵端部付近にあたる。

遺跡の東部には、弥生時代後期集落である丸山西

原遺跡と川南古墳群(円墳 2基)が所在する。

遺跡の大部分は、茶栽培や宅地による大規模な造

成工事により削平を受け、旧地形を留めていない。

(2)調 査の概要

調査区を大きくA～ M区に区分して、確認調査を

実施した結果、 B区 :後期旧石器時代(AT下位・

上位)、 G区 :縄文時代草創期～早期の遺物を包含

するMLloMBO、  I区 :縄文時代後期～中世の
黒色土(Ⅱ 層)が調査対象区となった。

その他の調査区は、攪乱や削平が著しく、本調査

対象外となった。

①後期旧石器時代

BttM L 2上 面で礫群が2基検出された。礫群の

構成礫は全て尾鈴山酸性岩で赤化、破砕が著しい。

遺物は、MBl下 部中に剥片尖頭器、ナイフ形石
器、角錐状石器が散漫な状態で出土した。これらの

遺物は礫群に伴う可能性が高い。

また、AT直下のMB2上 位からは剥片、砕片、
石核が出土している。

②縄文時代草創期

G区において、MLl上 面で隆起(隆帯)線文土器
片、石鏃、磨石、台石、石皿、石核、剥片、砕片が

約1,100点出土した。

本遺跡で出上 した、隆起線文土器の文様帯構成は

数条の隆帯文列の下に爪形文を有するもの、カーブ

を描く垂下隆起線を有するもの、口縁部を折り曲げ

るようにして隆帯を張り巡らせる3タ イプがある。

また、石鏃は略正三角形をなし、ほとんどがチャー

トである。

なお、遺構は検出されなかったが、チャート石核

と剥片、砕片と石鏃の集中区や、磨石と石皿がセッ

トで出土する地点が数箇所存在する。

縄文時代草創期の旧地形は、東に延びる丘陵先端

部を流れる小河川の河畔付近と復原できた。その岸

辺に遺物が集中するあり方を示す。
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図 6 遺跡周辺の地形と調査区 (1/5′000)
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写真 9 調査区近景 写真10 SA3

③縄文時代早期

K区北側の丘陵斜面から谷部に向けた地形変換線

上のMBO下 面で陥し穴状遺構が 2基検出された。

縄文時代早期の陥し穴状遺構は、多くの場合、 K―

Ah～ Kr― Kbま で除去 しないと明確なプランが検出

できず、正確に遺構検出面を捉えにくいが、幸いに

確認調査 トレンチ壁面で掘り込み面と2基の陥し穴

状遺構の切りあいを確認することができた。

SC2は 平面長径25m、 深さ1.4m、 SC3は 平

面長径1.5m、 深さ0.9mを測る。共に底面には杭痕

が確認された。土層断面より、掘り方の大きいSC

2の埋没後、小さなSC3が ほぼ主軸を違えずに掘

削されたと考えられる。

④縄文時代後・ 晩期

I区の北側、開析谷付近に竪穴住居 2軒と集石遺

構を 1基検出した。 2軒の竪穴住居の規模はそれぞ

れ直径 4m(SA2)と 6m(SAl)で ある。共に平

面円形プランで中央に主柱穴を有す。また、壁面の

立ち上がりは緩く断面皿状を呈する点で、野首第 2

遣跡の住居形態と近似する。

遺物は、縄文土器深鉢、石斧、石鏃、磨石、石皿、

剥片などがあるが、浅鉢や台付皿は出上していない。

また、 SA2床 面上で出土した深鉢内部の埋土よ

り炭化物が数点出上した。種実の可能性があり、フ

ローテーション法の実施でより明確化すると考えら

れる。

遺構の時期は、遺物から縄文時代後期後半～晩期

前半と考えられる。

⑤弥生時代後期

I区の縄文時代竪穴住居の東側にて、平面方形で

一辺 2mの竪穴住居(SA3)が検出された。貼床を

有し、主柱穴は2本である。出上した遺物は弥生土

器甕と壺、石皿があり、弥生時代後期後半の時期が

与えられる。

(3)/1ヽ  結

本遺跡では、後期旧石器～中世にかけての遺構や

遺物が検出された。

特に縄文時代草創期の遺物は、隆帯文土器の文様

帯や器形から、草創期でも後半期に属すると考えら

れる。

縄文時代草創期遺跡の希薄だった宮崎平野北端部

における確実な出土例の一つであり、且つ、土器や

石器組成を知りうる上で重要であろう。

さらに、谷川縁辺部で縄文時代後～晩期と弥生時

代後期の竪穴住居を検出した点から、縄文時代草創

期の包含層も含め、通時的に居住域が丘陵端部と開

析谷から流れる谷川の接点に位置していたといえる。

しかし、竪穴住居は単独で立地するため、集落本

体自体は、調査区外の東側に広がる扇状地部分と考

えられる。

赤石 。天神本遺跡は、児湯郡内における数少ない

縄文時代草創期・後～晩期の調査例となると同時に、

丘陵端部と段丘面(台地)と の地形変換点周辺の遺跡

立地を具体的に示す例ともいえるであろう。
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なか の さこ

33 中ノ迫第 1遺跡

(1)遺跡 の立地

尾鈴山系に属する上面木山の東麓にあり、切原川

と篠原川にはさまれた標高約120mの台地上 (唐瀬

原段丘面)に立地する.。

南東約3.2kmの ところに、弥生時代の住居跡が検

出された担言田遺跡があり、南東約 l kmの ところに

は弥生時代後期の竪穴住居跡が検出された中ノ迫A
遺跡がある。

(2)調 査の概要

調査区中央部に耕作に伴う攪乱箇所があり、調査

箇所はその北側の北端部と南側に三分される。確認

調査により、いくつかの谷地形の存在が明らかとな

っており、中でも南側には比較的大きな谷地形部が

ある (1号谷)。

調査対象となったのは、谷地形部に堆積している

クロボク (Ⅱ 層)、 K Ah下位の褐色土 (Ⅵ層・

Kr―Kb相当か)及びMB2の各層である。

①後期旧石器時代

確認調査では、MB2で ナイフ形石器や剥片が出
土している。

また、現在掘り下げを進めているⅥ層では、上～

中位で礫群が8基確認され、ナイフ形石器、細石刃

核、細石刃、剥片などが出上している。

②縄文時代

確1認調査でMBOよ り散発的に石鏃が出土してい
る。北端部近くでは、褐色土 (Ⅵ層)上面より石鏃
が1点出土している。そのほか 1号谷では、流れ込

んだと目される石鏃、石匙等が出上している。

また、 1号谷の埋土中より轟 B式土器片が出土し

ている。

③弥生時代

1号谷では,埋土中より多量の上器片が出土して
いる。突帯の付された甕や二重回縁壷等がみられる。

(3)/1ヽ  結

Ⅵ層上部の状況は,旧石器時代終末期～縄文時代

草創期初頭の状況を示している可能性がある。

弥生時代に関しては、現在、居住関連の遺構の検

出を視野に入れて調査を進めている。

写真11 遺跡全景 (南より)
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まえ の だ むらかみ

37 前ノ田村上第 1遺跡 (二次)

(1)遺 跡 の立地

尾鈴山の南東を流れる小丸川の支流切原川と、平

田川の支流綿打川にはさまれた十文字扇状地Ⅱ面上

に立地する。十文字扇状地は西から東にかけて緩や

かに傾斜しているが、調査地は1948～ 55年に実施さ

れた国営開田事業によって削平・造成されている。

標高は約63mである。

(2)調 査 の概要

弥生時代終末の周溝状遺構、中世の掘立柱建物跡・

道路状遺構・土坑、近世の掘立柱建物跡・溝状遺構・

土抗が検出された。ほとんどの遺構は表土の直下に

あるK Ah上面で検出され、旧地表面はすでに削平

されていた。

①弥生時代

周溝状遺構が 1基検出されている。平面形は南北

軸長約4,9m、 東西軸長約4.9mを測り、隅丸方形を

基調とする。溝幅は06～ 0.8mを測り、断面形はほ

ぼ長方形をなし、深さ約0.1～ 0.3mを測る。遺物は

高邦・甕・壺 。石包丁が出土しているが、完形品は

石包丁 1点のみである。出土した高郭等の土器群か

ら弥生終末期の遣構と推定される。

≒

②中 世
中世の掘立柱建物群および小穴群はD区北側とC

区のほば全域で検出されている。最も規模の大きな

ものはS B36であり、 C区南部に位置し、桁行5間、

梁間2間の身舎からなる四面庇建物である。庇部分

を含めると14.5m× 6.5mの規模を有する。柱穴の

埋土中から土師器皿や14世紀前半頃の白磁片が出土

している。

C区北側の土坑は南北軸長約 1.8m、 東西軸長約

1.Omを 測り、隅丸長方形を呈する。確認面からの

深さは約02mで ある。床面中央部から銅銭 (洪武

通宝等)数枚とガラス製の玉 1点が検出された。銭

貨は中央部10c14四方の範囲に 1枚～ 2枚重なった状

態で 3箇所ほどに分散 して出土している。銭貨の風

化が激しいため、正確な枚数は不明である。遺構の

規模と銭貨出土の状況から土墳墓と推定される。

C区北部には、近世の溝 SElに 切られる形で東

西方向に伸びる道路状遺構が検出されている。 SE

lを境にして、西側と東側では道路状遺構の様相が

異なっている。東側は波板状の掘り込みが見られ、

一部に硬化した凹凸部を有する。西側は15～ 20cm大

の礫を敷き詰めた状況が見られるが、この部分が路

面として活用されていたのか、路面下の基礎部分な

のかについては確定できていない。

遺構の埋土からは、東播系の片回鉢や常滑焼の甕

等が出土している。

靱
相

図 7 遺跡周辺の地形と調査区 (1/4,000)
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写真12 -次調査A区及び二次調査区 遺構の分布

写真13 近世の溝、周溝状遺構及び柱穴群
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③近 世
C区東部に位置するS B38と 西部に位置するSB
50は、それぞれ一つの柱穴から複数の銭貨 (寛永通

宝)が出土している。さらにC区全体からは、多量

の近世陶磁器が出土している。18世紀後半～19世紀

代のものが大半であるが、17世紀代の陶磁器類も少

量含まれる。

検出された溝状遺構の埋土からは、いずれも近世

の陶磁器類が出上している。

L=63700

(3)/1ヽ  結

弥生時代に関連する遺構は周溝状遺構 1基のみで

あるが、一次調査においても竪穴住居が 1軒検出さ

れており、調査区東側の隣接地に当該期の集落が存

在 した可能性が高い。

中 。近世の掘立柱建物群については、各建物の主

軸方位、埋上の様相や深度等を整理し検討を加える

ことで、新たな情報が得られるものと期待される。

写真14 周溝状遺構① :単色土(N2/0)で、しまり、粘性共にやや強い。径|～ 5 mn
のアカホヤ粒を少し含む。径 1～ 2 mmの 炭化物をやや台む。

0         2m

図8 周溝状遺構 (1/80)

i｀         il士
■ t           L`i i

解 〇 〇

○

〇

写真15 周溝状遺構出土遺物 (1)
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写真16 周溝状遺構出土遺物 (2)
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写真17 土墳墓遺物出土状況

図9 中世上境墓 (1/30)

写真18 道路状遺構 (西より) 写真19 道路状遺構 (東より)
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41 湯牟田遺跡 (二次)

(1)遺 跡 の立地

本遺跡は平田川と切原川に挟まれた国光原台地の

南部に位置する。標高は約63m。 同じ台地上の弥生

時代の遺跡として北東約 lkmの ところに把言田遺

跡、西約500mの ところに上ノ原遺跡があり、南西

約 l km付近の台地上には川南古墳群が分布 している。

二次調査区の北東側には湯牟田溜池があり、水源が

遺跡と溜池の間にある。また、北側にある国光原は

10m程度標高が高 く、遺跡地の旧地形は谷地形を呈

しており、北に向かって緩やかに傾斜している。

(2)調 査 の概要

一次調査で遺跡南側のA～ C区の調査を行い、今

年度 5・ 6月 に実施した確認調査では、北側D・ E

区の全体にK Ah及びその上面の黒色上の残存が確

認できた。また、黒色土層から掘り込まれたと思わ

れる竪穴住居跡や溝状遺構、土坑等が確認された。

遺物は弥生土器、土師器、須恵器、陶磁器等が多数

出土 した。

また、MBO、 MLlで 掘り込みをもつ集石遺構

や縄文土器、剥片及び砕片、赤化礫等が出土し、Kr―

Kbで礫群及び黒曜石剥片等が出土している。

本調査ではE区の調査から始め、表土を設1ぎ取り黒

色土 (Ⅱ 層)を掘り下げて遺構検出を行った結果、

弥生時代以降の竪穴住居跡21軒、溝状遺構 8条、土

坑 9基、小穴群が検出された。遺物は弥生土器、土

師器、須恵器、陶磁器等が多数出土している。

①弥生時代後期か ら古墳時代初頭

竪穴住居跡21軒、土坑 3基 (SC2・ 3。 6)を

確認している。

SAlは 、3.8m× 3.8mの方形プランを呈 し、厚
さ3 cm程の貼床をもつ。土器 (鉢や器台等)や、鉄

器 (鉄鏃等)、 土製管玉が出土 している。遺物から

弥生時代終末から古墳時代初頭の時期に比定できる。

SA2は 5.Om× 5.6mの方形プランを呈する。炭
化材が遺構内すべてに広がり焼失住居と考えられる。

遺物は土器、石包丁等がみられる。

SA3は 、6.4m× 7.lmの不定形の大型住居で、
遺物は、完形に近い状態で浅鉢や甕、線刻のある紡

錘車が出上した。また、楔形石器と思われる石器も

出上している。

SA6は 、2.8m× 3.Omの小振りな方形プランの

遺構である。線刻のあるこの胴部～底部が出土した。

図10 遺跡周辺の地形と調査区 (1/4′ 000)

〕
斗
ノ

―-22-―



0      8m

―

図1l E区 遺構の分布 (1/500)
写真20 SA6遺 物出土状況
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②中 世
土坑 3基 (SC4・ 7。 9)、 溝状遺構 8条 (S
El～ SE8)を 確認 した。また小穴群の埋土中か

ら土師器杯・皿が出土しており、中世の掘立柱建物

の柱穴であった可能性が考えられる。

SC4は 1辺が lm弱の方形の上坑で、土師器皿

2枚と短刀が出土した。

SC7は 1辺が3m弱の方形の土坑で、 6本の柱
穴を確認した。粘土塊や糸切りの土師器皿が出土し

た。

SEl～ 4は南から北へ延び、 SE102は 調査

区中央付近で西に直角に近い角度で屈曲し、SE3・

4は途中で消滅している。

SElは 、多量の礫及び遣物が確認され、他のも
のと様相が異なる。

(3)/1ヽ  結

本遺跡では、主に弥生時代後期～古墳時代初頭と

中世の遺構 。遺物が確認された。

竪穴住居については、調査区全体に分布しており

出土遺物から時期差があると考えられる。

溝状遺構については、 SEl・ 2が直角に近い角

度で屈曲することなどから、区画を意図してつくら

れたものである可能性がある。

写真21 SA2炭 化材検出状況

-24-
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の くび

46 野首第 1遺跡

(1)遺 跡 の立地

小丸川の右岸、丘陵が複雑に入り組みつつ展開す

る青木段丘裾の開析谷に位置する。調査区は北東に

向かって下る谷の大部分を含むが、斜面のほぼ全面

にわたって段違い状に平場が認められる。標高は20

～30mを測り、調査区内での高低差が大きい。

北西側に県道改良工事に伴う野首第 1遺跡が隣接

し、両遺跡にまたがるように野首古墳群 (2基確認)

が存在している (図 12)。

(2)調 査 の概要

調査区をA～ C区に分割し、現在はA区縄文時代

早期包含層とB区低湿地層の調査を行っている。

A・ B区は礫層を基盤とし、Kr Kb～クロボクが

堆積しているが、場所によって層序・層厚が異なり、

不安定な状況を呈する。特に縄文時代早期包含層は

最大180cmと 厚く、台地上から谷部への流れ込みに

よる二次堆積と考えられる。またB区からC区の一

部にかけて自然流路が形成されており、低湿地層の

堆積がみられる。

①縄文時代

主として縄文時代早期 。前期・後期の上器が出土

しているが、早期の押型文系土器・貝殻文円筒形土

器が多数を占める。石器は石鏃・石斧・磨石 。敲石

などの他に、異形石器や十字形石器なども見られた。

これらの遺物は包含層中に散乱した状態で出土して

いるため、ほとんどが台地上からの流れ込みと推測

される。

早期に属する遺構としては、集石遺構を30基以上

検出した (図 12、 写真24・ 25)。 A区ではK―Ah層

より約40～50cm下 に多量の礫を擁する散礫が広がっ

ており、それらを除去したところで集石遺構を検出

した。一方、 B区においては散礫が見られず、K―A
h層 より約10cm下で集石遺構が検出された。

集石遺構は規模の大小に加えて、掘り込み 。配石

の有無など構造上の差異が認められ、A区では配石

を持つものと持たないものとが共に見られるのに対

写真23 遺跡全景 (南より)
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図12 縄文時代・古墳時代遺構分布図(S=1/1,200)

し、 B区では配石を伴うものが確認できなかった。

またA区では深い掘り込みを持つものが多く、 B区

の集石は浅い掘り込みないし掘り込みを持たないも

のがほとんどであった。これは機能差や時期差を反

映している可能性がある。隣接する野首第 2遺跡に

おいても、配石・掘り込みの有無を含め、様々なパ

ターンを持つ集石遺構が多数確認されており、両遺

跡を総合した検討を行う必要がある。

押型文系土器が出土した集石遺構が数例あり、関

係を窺わせるが、遺物が出土する集石遺構の数は少

なく、その位置づけを困難にしている。

②古墳時代後期～終末期

A区で竪穴状遺構 1基 (SX2)が新たに検出さ
れた。5.9× 5,9mの隅丸方形プランで昨年度調査の

竪穴住居跡 (SAl)よ り大きいが、主軸方向はほ
とんど同じである。後世の削平を逃れ比較的良好に

写真24 A区集石遺構 (1) 写真25 A区集石遺構 (2)
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図13 竪穴状遺構(SX2)出土遺物(S=1/4)

残存しており、埋土中からは須恵器長頸壺 (1)・

須恵器杯蓋 (2)。 赤彩された土師器椀 (3)・ 暗

文を有する土師器杯 (4)な どが出土 した。

また埋土中に焼上の混入する小穴が、貼床面より

上位の層中で 8箇所検出された。さらに埋土と遺物

出土の状況からも、埋土中にも遺物集中面が存在し、

埋没の過程においても何らかの目的で使用された可

能性が考えられる (巻頭図版 6・ 写真26)。

床面中央部に土器埋設炉 (甕を使用)が 1基検出

されたが、明確な柱穴は確認できず、上述の遺物出

土状況 。埋没過程と合わせて考えると、一般的な住

居とイよJ隆格が異なる可能性がある。

1は 国縁部が全て失われており、また胴部への打

撃によって破砕されたかのような状態で出土 してい

る。法量は胴部最大径15 1cm、 底径8 8cm、 残存高

18.2cmを測り、体部外面下半には不定方向のヘラケ

ズリが施されている。

2の杯蓋は口径 13 6cm・ 器高3.5calを測る。かえ

りは短く、口縁端部より下には突出しない。頂部に

扁平な擬宝珠形のつまみを有し、外面は全体の1/
3程度まで回転ヘラケズリ調整を行う。

3は 回径 14.4cm・ 器高9.2clllを測り、口径に比 し

て深い器形を呈する。体部外面は不定方向のケズリ・

ミガキ、内面には丹念なミガキを施している。また

内外面ともに赤彩されている。

4は 国径 16.9c41、 器高4.9cmで、国縁部はやや外

反し、端部内面は面取りされる。内面は底～体部に

ミガキ、日縁部にナデが施されている。

写真26 竪穴状遺構(SX2)遺物出土状況

さらに体部には左上がりの放射状暗文が、底部に

は螺旋状暗文が部分的に確認できる。暗文の幅は

0.5～ 10mmを測り、やや太めである。外面は全体

的に風化が激しいが、部分的に不定方向のケズリ・

ミガキが見られ、口縁外面はナデを施す。内外面と

もに赤彩されている。

これらの出土遺物のうち、 2は杯 Bの範疇で捉え

られるものであり、かえりの形態などからTK46型

式並行期に属する可能性がある。

よって SAl・ SX2は 野首 1号・ 2号墳ととも
に、 6世紀後半～ 7世紀中頃を中心に時期を重ねつ

つ営まれたと考えられ、遺構相互の関連性について

検討する必要がある。

また野首 2号墳の西側にあたる平場 Eで は、土師

器片の散在する箇所が検出されており、土師器甕・

甑などがみられる。その付近では白色粘土塊が検出

されており、野首第 2遺跡で確認されているものと

類似しているが、性格については検討を要する。
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写真27 B区低湿地調査状況

③中 世
B区の谷底部分では、地下水位が高く低湿地層が

最大1.Omの 厚さをもって良好に残存 しており、木

製品の破片が出土した (写真27)。

加工痕がみられる程度の破片がほとんどだが、な

かには柄杓や曲物、扇など性格・用途の推定できる

ものもある。ほかにマツ。モモ (?)な どの種子も

確認されている。

周囲からは土師器皿 (ヘ ラ切りの底部を有するも

のが多い)・ 白磁片 (口禿・切り高台)・ 青磁碗 。

青花皿などが出土 しており、それらの年代観から14

～16世紀代の遺物であると考えられる。

④近 世
A区平場 Eで確認された土坑 (S C61)は、平面

規模3.1× 24m、 確認面からの深さ0.9mの 立方体を

呈し、四周の壁面・床面に焼土混じりの赤色土が約

15cmの厚みで塗られている。内部には多量の礫が詰

まっていたが、礫の隙間には土が入らず、礫が流入

した後に埋没したと考えられる (写真28)。

埋土中から出上 した遺物は、ほとんどが近世後半

の陶磁器で、床面直上からは肥前系磁器・薩摩系陶

器などのほかに多量の動物骨 (ウ マ・イヌ・イノシ

シなど)が確認された。

こうした状況からS C61は 廃棄坑として使用され

たと推測されるが、壁面に塗られた赤色土などを考

慮すると、当初の機能は異なる可能性もあり検討を

要する。また壁面の北東 。南東隅には、赤色土を掘

り込む形で柱穴状に拡張された窪みが確認でき、あ

る時点では上屋が存在した可能性も考えられる。

写真28 S C61

(3)/1ヽ  結
B区北半の低湿地層を残し、A・ B両区の調査を

ほぼ終了した。これから検討すべき部分が大きいも

のの、今年度の調査では以下の内容を明らかにする

ことができた。

層序については、開析谷を形成するB区からその

小文谷にあたるA区にかけての、Kr Kb～クロボク

層の堆積状況が把握できた。 B区では南の台地上

(野首第 2遺跡方面)か ら、 A区では北西の台地上

(県道改良工事に伴う野首第 1遺跡方面)か ら、Kト

Kb層以上の土壌がそれぞれの谷部を辿りつつ二次

的に堆積していった可含蟄l■が大きく、各時代の遺物・

遺構を検討する際にも考慮すべきと考えられる。

縄文時代早期では、様々な構造的特徴を有する集

石を検出した。特に配石の有無・掘り込みの深さに

おいて、A区とB区で異なる様相を看取できた。そ

の要因として時期差や機能差などが想定できるが、

上述 したように隣接遺跡の集石遺構も含めた詳細な

検討が必要である。

古墳時代では竪穴状遺構 (SX2)を 検出した。
その性格的な位置付けについては、遺物や出土状況

などの特異な様相や、野首 1・ 2号墳を見上げる立

地条件などを考えると慎重にならざるを得ない。加

えて、下耳切第 3遺跡 。牛牧古墳群や山王古墳群を

含めた地域の中での解釈も今後の課題となろう。

また、低湿地の調査は今年における大きな成果の

一つであり、木製品片などが出土した。

近世では、廃棄坑としての使用が想定される土坑

を検出した。これまで検出した土坑も含め、屋敷地

の空間利用を考える上で重要な要素になるだろう。
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の くび

47 野首第 2遺跡

(1)遺 跡 の立地

本遺跡は、北東から南東に向かって流れる小丸川

を望む標高約30mの舌状台地上に立地する。南西側

の背後には、丘陵地が迫っており、その丘陵地から

舌状台地の北側斜面 (野首第 1遺跡近接)と南側斜

面に沿う2方向の湧水が流れている。南東斜面下に

広がる山王古墳群及び小丸川河口 (蚊口浜)～ 日向

灘が遠望できる (写真29)。

(2)調 査 の概要

平成13年度からの継続調査中で、平成14年度まで

にA区の調査を終了して、現在はB区とC区 (平成

14年度からの継続調査)の調査を行っている。 B区

もC区同様に耕作土直下の遺物包含層から、縄文時

代後期～晩期、古墳時代中期、古代～近世の異なる

時代の諸遺物が数多く混在 して出上している。なお、

本遺跡の基本層序の中にK一Ahの堆積がほとんど観

察されないことが、縄文時代後期の竪穴住居の集

落や古墳時代中期の竪穴住居の集落形成に関する様

相把握に困難を呈しているが、今後の調査やテフラ

分析によって解明されていくものと考える。

平成14年度までにA区では、主に後期旧石器時代

に属する7枚の文化層、縄文時代早期の集石遺構及

び炉穴をそれぞれ百数十基、後期中半の溝状遺構 1

条及び竪穴住居跡 1軒、古墳時代中期の竪穴住居跡

11軒、その他土坑、多数の小穴が確認された。

現在調査中のB区では、縄文時代早期の集石遺構

12基、縄文時代後期終末～晩期前半の竪穴住居跡 2

軒、同時期の上坑群、古墳時代中期の竪穴住居跡10

軒、波板状凹凸面を伴う道路状遺構の続きの一部、

多数の小穴群及びA区で検出された縄文時代後期中

葉の溝状遺構の続きが一部確認された。

同じくC区では、縄文時代早期の集石遺構14基、

縄文時代後期終末～晩期前半の竪穴住居跡29軒、古

墳時代中期の竪穴住居17軒、古代及び中世以降の掘

立柱建物 4棟、波板状凹凸面を伴う道路状遺構、土

坑や多数の小穴群などが確認されているが、土壌堆

積状況から検出に苦慮する遺構も存在するため、炉

穴等は今後も増加する可能性が極めて高い。

写真29 遺跡全景 (南東斜面下の山王古墳群及び小丸川河口～日向灘を望む)
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表 ■

I層 (黒褐色主層〉

、`二次堆積 ※ C区南亘端
｀ヽ
にごくわずか残存

ll□壁____        
｀ヽ
、

一一　一一
V層 (暗褐色土層 =MBl〉

M層 (ズげ鰐 A市〉

無遺物層

営

'ヴ
オ■

'I+ML4〉
X層 (明福色土層 =

KrH憶線 1島 |イ,ポ卦 |ジ〉

無遺物層

X層 (資 白色主層=

ⅢLS十面 ♯ユ搭鵡 言〉

無遺物層

以下 礫層

冴κ

}雛 層

}縄
文時代早期遺物包含層

}後 翔 旧石需時代第M期

!ど:三:3ζ≧急
(ナ イフ形石器群 4)

}後 期旧石器時代第 W期

(ナ イフ形石器群 3)

}後 期旧石器時代第Ⅱ期

(ナ イフ形石器群 2)

}後
期旧石器時代第 H鶏

(ナ イフ形石器辞 1)

}後
期旧石器時代第 I期

(礫塊石器群 )

※▲ AA▲ A:礫 群の検出

∠

―

―

‐

野首第 2遺跡の基本層序

③
戚

0                   20m

図14 基本層序とBoC地 区遺構分布図 (1/600)
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① 後期旧石器時代
後期旧石器時代の遺物 。遺構は全調査区で確認さ

れた。A区では、複数時期にわたる後期旧石器時代

の遺物包含層が層位的大別では7枚確認され、多数

の礫群が検出された。古いものより順に第 I期 (M

B3下部の礫塊石器群)、 第Ⅱ期 (MB2下部のナ
イフ形石器群 1)、 第Ⅲ期 (MB2上 部のナイフ形
石器群 2)、 第Ⅳ期 (MBl下 部のナイフ形石器群
3)、 第V期 (MBl上部のナイフ形石器群 4)、 第
Ⅵ期 (K卜Kbの ナイフ形石器群 5)、 第Ⅶ期 (ML
l下部の細石刃石器群)に時期的細分ができた。特

にAT降灰前後の包含層においては、環状に分布し
ていることがわかっている。BoC区 において、包

含層の下限を確認する目的で、先行 して深掘りした

範囲のMLl下 部 (第Ⅶ期)で細石刃十礫群、Kr
Kb(第Ⅵ期)で、終末期の基部加エナイフ形石器、

(第Ⅵ期)～ MBl上 部 (第 V期)で国府型のナイ
フ形石器や角錐状石器、AT直上 (第Ⅳ期)で剥片

。石核十礫群、MB2上 部 (第Ш期)及びMB3上

部 (第Ⅱ期)において、ホルンフェルスを用いた剥

片・石核などの石器群が出土 している。今後も調査

進行に伴って遺物・遺構の検出が期待される。

② 縄文時代早期
B・ C区において確認された集石遺構には、深さ

70cmを超える土坑を伴うものが数基近接して検出さ

れた (巻頭図版 3、 写真30・ 31)。 集石は土坑の有

無や規模、構成礫の密度、配石の有無などの様相か

ら、A区同様に形態分類が可能である。深い集石遺

構の配石近くからは、比較的残りのよい炭化物 (長

径約20om)が数点出上している。集石遺構の分布は、

B・ C区の縁辺部に集中し、隣接 して検出されてい

る炉穴との関係については、A区と比較すると切り

合い関係が認められないため、炭化物のAMS年 代
測定結果が待たれるところである。

B区の集石内の遺物はA区同様に押型文系土器で

あるが、 C区の集石遺構・炉穴周辺の遺物は貝殻文

C区

2  C区

図15 後期旧石器時代(AT上位)の石器 (2/3)

3 A区

4  C区

0                  5 cm
|
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中

系土器であり、押型文系土器は出土しておらず、両

調査区の様相差に留意する必要がある。 B区の炉穴

はA区ほど群をなさず、単独のものが多く明瞭な焼

土を含むものが多い。 BoC区 の炉穴は今後の調査
により増加する可能性が極めて高いと推測される。

③ 縄文時代後期・ 晩期
B・ C区における顕著な遺物として、A区同様に

打製・磨製石斧、打欠礫石錘、磨石・敲石などの大

量出土が注目される。さらに石斧製作に伴う可能性

のある剥片・砕片類も多く出土 している。他にC区

の S A33な どから出土 した丸玉などの数点の翡翠製

品が特筆される。また、A区では一定量認められた

晩期の遺物 (無刻目突帯文土器、孔列文土器、組織

痕土器)な どの出土が B・ C区では少なく、A区に

おける後期の遺物として検出されなかった土器片錘

が B・ C区では包含層中及び土坑などの遺構から出

土していることなどの差がある。

竪穴住居跡群は、 C区の北端中央付近から南東～

南西端付近へ弧を描くような範囲に集中し、一部 B

10 C区

1l  C区

5 cm

区に広がるが、ほとんどはC区内に分布している。

竪穴住居間の切り合い関係はほとんど見られず、隣

接する住居どうしの距離は10数 cmと いう事例が多い

(巻頭図版 5)。 平面形は、円形プラン (23軒)で あ

り、一部小型の隅丸方形プラン (5軒)を含んでい

る。大きさは、おおまかに小型 。中型 。大型の3つ

に分類できる。小型住居は、主柱穴が不規則であり、

中型住居では、 2本柱を持つものがあるが、柱穴跡

が明瞭でないため柱の構造は、今後の調査で追究し

ていく課題として残る。屋内炉は、石組み施設など

はなく、ほぼ中央付近に地床炉と思われる痕跡を残

すものが多い。竪穴住居の壁面の立ち上がりは、明

瞭な上端と下端を有する住居跡がある一方、住居の

床面と壁面とが緩やかに皿状の掘り込みとなる住居

跡がほとんどである。皿状の掘り込みは、小型住居

よりも大型住居の方が深い様相を見せている。なお、

住居内の埋土や床面での遺物量は、古墳の竪穴住居

内と比べて少なく、 BoC区 ともに遺構外の包含層
からの出土が圧倒的に多い。

5 B区

7   SA33

10cm

図16 縄文時代後～晩期の土器 (5～ 9=1/4、 10・ 11=1/2)
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写真30 S1156半裁状況

写真32 S A38遺物出土状況

④ 古墳時代中期
古墳時代中期の遺構として、金調査区で竪穴住居

38軒が検出された。調査区の竪穴住居は、時期的に

は中期に属し、平面形は、方形で一辺の長さから大

型 (約 6～ 7m)、 中型 (約 5m)、 小型 (約 4m以

下)に分けられる。竪穴住居は隣接 し、切り合い関

係はほとんど見られない点が特徴的である。ほとん

どの住居は、貼床が施されており、貼床を除去する

と、住居の補修と思われる床面もA区において検出

された。壁溝は、A区において数軒見られたが、 B。

C区では、ほとんど見られない。火処は、地床炉跡

と思われる焼土が検出され、ほとんどの住居にて見

られた。竪穴住居内からは、タタキロのある甕や壺、

高邦等の遺物が数多く出土 している (写真32・ 33)。

なお、AttS A 7か らは5世紀末 (T K47併行期)

の須恵器郭や、 B区の2軒の竪穴住居床面から滑石

製の臼玉も十数点出土 した。

⑤ 古代・ 中世
遺構はC区に見られた硬化土壌を埋土とする小穴

が連続的に配された波板状の道路状遺構が見られて

いたが、 B区においてもその延長線上で検出された。

写真31 S1153配石

写真33 S A76遺物出土状況

B・ C区を北東→南西方向に走っているが、地形の

削平等によって、 B区の途中で消滅している。遺物

はC区において緑釉陶器、古代以降の土師器、布目

瓦片、管状土錘が見られていたが、 B区の南端にも

出土が確認された。 C区北端に検出された古代以降

と思われる掘立柱建物との関連が重要視される。

(3)′ Jヽ 結

全調査区を通 じてK―Ahの堆積が見られず、縄文

時代後期や古墳時代中期における竪穴住居の集落形

成の上で追求すべき大きな課題として残っている。

K―Ahは、いくつかの遺構中の埋土から検出されて

おり、今後の遺物整理作業や自然科学分析の進展と

ともに、時代背景や旧地形の浸食 。削平などの自然

的 。人為的作用が解明されてくると期待できる。

調査が継続中であり、未だ不明な点が多いが、通

時代的な傾向として、A・ BoC区 間における空間
利用形態の違いが見られ、野首第 1遺跡などの近隣

遺跡との比較検討を含めて、今後の調査成果に期待

したい。
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から き ど

53 唐木戸第 1遺跡 (二次)

(1)遺 跡 の立地

唐木戸第 1遺跡は、高鍋町の西部に広がる牛牧台

地の中央部 (標高約83～ 80m)付近に位置し、丘陵

から派生 した扇状地の端部付近に立地する。調査区

は、昨年度実施した調査区の北東にある。調査区付

近の地形は、中央がゆるやかな丘陵鞍部をなし、そ

こから東西にゆるやかに傾斜する。

(2)調 査 の概要

畑地の造成に伴う削平や盛り土がなされていたた

め、中央部でMLl(Ⅳ 層)上面まで、西側が K―

Ah(Ⅱ 層)上面まで、東側がMBO(Ⅲ 層)中位
までの削平を受けていた。今次調査では、 K―Ah

(Ⅱ 層)上面からMBlま で実施 し、旧石器時代、

縄文時代早期及び中世の遺構と遺物を確認した。

①後期旧石器時代

Va層 (Kr―Kbをわずかに含む褐色ローム)～Ⅵ

層 (暗褐色ローム)で遺物が出土しており、特に、

Vb層 (Kr―Kbを密に含む褐色ローム)に ピーク

がある。 主な遺物として、剥片、石核、スクレイ
パー、ナイフ形石器などがあげられる。また、調査

区北東部では、石器ブロック1箇所を確認した。こ

の石器ブロックでは2個体の石器間接合を確認した。

Va・ Ⅵ層は、ともに遺物の出土状態は疎である。

Va層では、細石刃、細石刃核、剥片、石核等が、
一方、Ⅵ層では調査区西側の一部で、製品 (ナ イフ

形石器、角錐状石器)や剥片が出土している。

②縄文時代早期

遺構は、集石遺構 2基、土坑は8基検出された。

特に、土坑に関しては、陥し穴と推定できる遣構 7

基が確認された。陥し穴は一次調査でも3基検出さ

れており、今次調査の7基を含めて総計10基の検出

となる。これらの陥し穴は丘陵の最高所を中心とし

て、陥し穴の主軸方向が南と西では等高線に平行に、

東側は直交するあり方を示している。

遺物は、調査区北西部で、貝殻条痕文を中心とし

た縄文時代早期中葉～後葉の土器出土集中箇所を検

出した。反対側の北東部付近おいては、塞ノ神式土

器が 1点出土 した。また石器は石鏃、スクレイパー、

稼

ラ
ィ
ω
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一次調査区
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図17 遺跡の周辺地形と調査区 (1/4,000)
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剥片などが調査区の東側を中心に出土している。

③ K―Ah降灰以降

K Ah上面で、掘立柱建物 4棟 と不明土坑 1基、

溝 1条を検出した。 SBlの 柱穴より、中世の土器
片 (小皿片)が、 SB2の柱穴底面より中世の須恵
器 (片口鉢)が出土したが、 SB3、 SB4か らは
遺物は出土していない。調査区中央から東側では、

溝 1条 (SE2)、 道路状遺構 1条 (SGl)を 検
出した。

(3)/1ヽ  結

本遺跡の旧石器時代については、石器ブロックが

1箇所確認されたものの、総して石器の出土状況は

極めて疎である。

縄文時代早期については陥し穴 7基、集石遺構 2

基が検出された。遺物は包含層や土器集中箇所より、

早期中葉～後葉の貝殻条痕文土器と塞ノ神式上器が

得られたが、前述の遺構の時期を特定するまでは至

っていない。陥し穴については、昨年度の調査成果

を総合すると、丘陵を東流する開析谷の両斜面に列

状に配置されたあり方が認められた。このことから、

小河川に面 した狩猟の場という空間が存在したこと

が推定できよう。

K―Ah降灰以降の遺構に関しては、中世に属する

掘立柱建物と溝、道路状遺構等があげられる。これ

らは、谷を挟んで隣接する唐木戸第 2遺跡の様相と

近似している。

―
」
Ｆ
Ｔ
Ｉ

図18 Ⅳ層 遺構の分布 (1/100)
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(1) 10  YR 2/25(黒褐色) 硬質でしまりがあり、多量の自色粒、明黄褐色ブロックが混
じる。

(2) 10  YR 2/3(黒 褐色) 硬質でしまりがあり、多量の自色粒、明黄褐色プロックが混
じる。

(3) 10  YR 3/4 (暗褐色) 硬質で、自色粒、明黄褐色プロックを含む。
(4) 10  YR 35/3(暗褐色) 硬質で、自色粒、明黄褐色プロックを含む。
(5) ■O  YR 4/3(黄 褐色) やや硬質でしまり、小林軽石をわずかに含む。
(6) 10  YR 4/35(黄褐色) やや硬質で、ATブロックを含む。
(7) ■O  YR 4/3(黄 褐色) やや軟質で、小林軽石、ATブロックをわずかに含む。
(8) 10  YR 4/35(黄褐色) やや軟質で小林軽石をわずかに含む。
(9) 10  YR 4/3(黄 褐色) ややしまりがない。軟質で小林軽石をわずかに含む。
(10) ■O  YR 3/ね  (暗褐色) やや軟質で、小林軽石、ATブロックを含む。
(11) 10  YR 3/4 (1音 褐色) やや軟質で小林軽石をわずかに含む。
(12) 10  YR 35/4 (暗 褐色) 軟質で、小林軽石、ATプロックをわずかに含む。
(13) 10  YR 35/4 (暗褐色) 軟質で、小林軽石、明赤褐色プロックを少量含む。
(14) 10  YR 35/4 (暗褐色) 軟質で、褐色ローム、黒褐色ブロックを含む。
(15) 10  YR 35/3(暗褐色) 軟質で、不揃いのATブロックが混じる。
(16) 10  YR 4/4 (褐  色) やや硬質で、明赤褐色プロックをわずかに含む。
(17) 10  YR 4/25(灰 黄褐色)非常に硬質で、明赤褐色土プロック、黒褐色プロック、自色粒

が混じる。

(18) 10  YR4 5/6 (褐  色)ややIBい増横で、冶性のある砂質土
(19) ■O  YR 4/25(灰黄褐色)非常に硬質で、明赤褐色上ブロック、自色粒が混じる。

SCl土 層断面図 (1/40)図 19

写真34 SCl半 載状況
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まきうち

60 牧内第 1遺跡 (四次)

(1)遺 跡の立地

高鍋町南西部にあり、三財原台地の西方に立地す

る。標高は約92m。 西方約70mの ところに茶臼原台

地の段丘崖が迫っている。

(2)調 査の概要

四次調査においては、平成14年度より調査区を北

側調査区と南側調査区の2区に分け、北側調査区か

ら調査を開始し、北側調査区終了後に南側調査区の

調査に入った。平成14年度の調査では、調査区全体

についてKr Kb(Ⅵ層)の調査まで終了している。

今年度の調査においては、後期旧石器時代の遺物

を包含するMBl(Ⅶ 層)と ML2(Ⅷ a層)が調
査対象となった。

①後期旧石器時代 (ML2)
調査区南西部において、礫群が8基検出された。

＼キt
`    卜

・

ヾ
ざ
ざヾ

~四
次調査区

これらの礫群は、ほぼ直線上に並ぶように集中して

検出された。礫のほとんどは赤化 しており、最大長

10cm以上の大形の割れた礫を密に配している。また、

礫の組み方が三段組みになっている点が特徴的であ

る。調査区南東部では、掻器 7点をともなった最大

長 10cnl以 上の完形の礫約20個か ら成る礫群が 1基

(S123)検出された。南西部礫群と南東部礫群と
の中間部では、 2箇所の石器ブロックが検出された。

ここでは、ナイフ形石器や多数の剥片・砕片、石核、

敲石等が出土した。

②後期旧石器時代 (MBl)
調査区全体で礫群が13基検出された。構成礫は、

赤化礫を含む小礫が多く散漫に広がっており、礫数

も10～ 100程度と様々であった。礫群の他に、11箇

所の石器ブロックが検出された。ここでは、多数の

剥片や砕片、石核が出上し、ナイフ形石器や角錐状

石器等の製品の多くは、石器ブロックの縁辺部で出

土 している。また、 5箇所の石器ブロックは礫群と

ともに検出された。

寧
覇
/

秦 齢
図20 遺跡周辺の地形と調査区 (1/4′000)

-37-



図21 MBl遺 構の分布 (1/800)

MBl礫 群
MBl石 器プロックと礫群

石器ブロック

礫 群

―

(3)/1ヽ  結
ML2、 MBlで確認された礫群及び石器群の分
布状況を考えるとそれぞれの使用状況の違いが推測

される。

ML2に おいては、調査区南西部で集中して検出
された礫群は、火処として使用された場所であり、

南東部で検出された礫群は、皮鞣し等の作業台とし

て利用された礫の集まりであったと推測される。

また、 3箇所の石器ブロックについては、石器製

作のための場所であり、これら3つの空間がそれぞ

れの機能を果たしながら生活が営まれていた空間配

置がなされていたものと推測される。

これに対 して、MBlの 場合、石器群に伴う礫群
が多く比較的一定の場所で諸作業を行ったのではな

いかと推測される。

このような検出状況の違いから、当時の生活形態

の一端をうかがい知ることができる。今後、各層で

の遺物及び礫の接合状況等が明らかになるにつれ、

更に空間利用形態の違いも浮かび上がるであろう。

写真35

写真36

上

下
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遺構の分布 (1/800)

堂望生Ⅲ ;|

写真37(上)ML2遺 物・礫出土状況
写真38(下)ML2石 器プロック

写真39(上 )
写真40(下 )

MBl石 器ブロックと礫群
MBl礫 群
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ひめヾしうイ朝うら

64 東畦原第 1遺跡 (四次)

(1)遺 跡の立地

三財原段丘面上の緩やかな傾斜地に立地する。標

高は約91mで、南西に向かって緩やかに下り、東側

には谷が迫っている。

(2)調 査の概要

調査は、表土を除去後、 K―Ah(Ⅱ 層)上面で遺

構検出を行った。その後、MBO(Ⅲ層)～ Kr―Kb
(V層)ま で掘り下げ、縄文時代早期・草創期から

後期旧石器時代の調査を実施した。今後、MB3
(XI層)ま で調査を継続する。

①後期旧石器時代

Kr Kb(V層 )では、土坑 3基 (う ち2基は焼土を

伴う)、 小穴4基が確認された。遺物は、角錐状石

器・ナイフ形石器・スクレイパー・細石刃・細石刃

核・石核・剥片・砕片等が出土した。なお、このV

)〃 (ンク/17′ |

層上面で石鏃が 5点出土 している。

②縄文時代車創期

遺構は、MLl(Ⅳ 層)で、赤化礫 (片)を主体
とする集石遺構 1基が検出されが、掘り込みや配石

は確認されなかった。遺物は土器片 。石鏃・敲石・

台石・剥片等が出土した。北東部には石鏃や黒曜石・

ホルンフェルス・サヌカイ トの設I片・砕片から構成

される石器ブロックが 3箇所検出された。

③縄文時代早期

MBO(Ⅲ 層)で は、調査区北側を中心に比較的
小形で赤化 した礫・礫片が広範囲にわたって出土 し

た。礫はいくつかの密集区を構成しており、その中

に平棒式土器片・石鏃・敲石 。台石・剥片等の遺物

を伴っていた。層位や出土土器片の編年から縄文時

代早期後葉のものと思われる。さらに、東側の緩斜

面ではチャート製石鏃・剥片・砕片からなる石器ブ

ロックが 1箇所検出され、そのすぐ南では、集石遺

構 (配石、掘り込みを伴わない)が 1基確認された。

宝` 萎 く

i‐、

■

歩

×＼

．

吟炒

図23 遺跡周辺の地形と調査区 (1/4,000)
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④時期不明の遺構

K―Ah(■ 層)上面で道路状遺構が 1条検出され

た。削平によりごく浅く残っているだけで埋土中か

ら遺物は出土せず、時期等は不明である。

(3)/1ヽ  結

本遺跡では、縄文時代草創期から早期にかけて、

石鏃等を含む黒曜石やチャート・サヌカイトなどの

剥片・砕片を多く伴う石器ブロックの存在を特徴と

してあげることができる。石器ブロック内から二次

_=‐‐
~r正
二

_iオ ‐
=

■ 4:エ

加工剥片や石核、敲石や台石とみられる遺物も多数

出土 していることから、石器製作の場であった可能

性が高い。

道路状遺構については、隣接する音明寺第 1遺跡

でも本遺跡と同じK―Ah面で南西から北東に延びる

道が検出されており、その関連を明らかにしていき

たい。

後期旧石器時代に関しては、現在、Kr―Kb(V層 )
の掘り下げ、精査を行っているところである。

葉
一

智
‐‐………
一．

翌
第
一
一一イオ″

写真41 MBO遺 物・礫出土状況

写真43 K― Ah上面検出 道路状遺構写真42 Kr― Kb面の状況
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68 西畦原第 2遺跡 (二次)

(1)遺 跡 の立地

本遺跡は、一ツ瀬川の左岸に広がる三財原台地上

にある。調査区は三財原段丘面 (標高約86m)に立

地し、北東方向に緩やかに傾斜している。

なお、本遺跡位置は図 1では、町道の西側になっ

ているが、今回の二次調査は、町道東側の昨年度調

査した西畦原第 1遺跡 (二次調査)の K―Ah以下層

を調査対象にしている。そのため、今回の調査区の

位置は、図上ではNo.67の地点にあたる。

(2)調 査 の概要

調査区は丘陵縁辺部の北東に舌状に張り出す緩傾

斜面にあたる。本遺跡は前年度、 K―Ah上面までの

調査が既に終了しており、本調査では、MBO(Ⅳ

層)・ Kr Kb(Ⅵ 層)。 MBl(Ⅶ 層)及びAT層

以下のMB2・ MB3(Ⅸ a・ Ⅸb層)の調査を行
った。

①後期旧石器時代

MB3相 当層 (Ⅸ b層)では調査区北東部 (約 20
m× 35mの範囲に広がる散礫)と南西部 (礫群 2基 )

ィ´
´/。
_

ざ
ド  ^

曖]24

中心に散礫が確認された。遺物は、敲石、礫器、景1

片が出土 している。

MB2相 当層 (Ⅸ a層)で は、MB3と 同様に調
査区の北東部 (東西方向に約80m、 南北方向に約15

m程度の範囲に広がる散礫)と 西部 (礫群 1基)を

中心に礫の散布が確認された。遺物は、ナイフ形石

器、磨石、敲石、台石、剥片、チップ等が出土して

いる。

Kr一Kbを中心とする層では、礫群が 3基確認され

た。遺物は、ナイフ形石器、スクレイパー、石斧、

敲石、磨石、台石、剥片、石核等が出土 している。

②縄文時代早期

MBO(Ⅳ 層)で は、縄文時代早期の土器片や石

鏃、剥片等が出土した。また、本遺跡の北東部や北

西部を中心に集石遺構 6基 (S11～ S16)、 A

区中央部とB区 (北部)北東部から陥し穴 3基 (SC
l・ 2・ 5)、 A区中央部より焼土を伴う土坑が 2

基 (SC3・ 4)、 B区 (北部)か ら土坑 (SC6・

7。 8)が検出された。

集石遺構は、北東部の3基が十数cm程度の比較的

大きな礫から構成されるのに対 して、北西部の2基

は10cm未満の小礫で構成されていた。いずれも床面

の掘り込みなどは確認できなかった。

:´:(カ

遺跡周辺の地形と調査区 (1/4′ 000)

／

＼

峠』本一
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図25 遺構の分布 (1/600)

写真45 Btt MBl礫 群(S19)Att M B2・ 3礫群
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(3)/1ヽ  結

AT下位のMB2・ MB3の 礫群は比較的大きめ
の完形の円礫や亜円礫で構成され、礫の密集度は散

漫であった。またAT上位のKr Kh～ MBlの 礫

群はやや小さめの礫で構成されていた。舌状台地の

緩斜面は人の営みが断続的に行われたと思われる。

また、MBO(Ⅳ 層)か らV層にかけての集石遺

構はA区では主に東端に、 B区では西端に位置して

いた。特にB区は土器片、剥片が集石遺構の周辺で

出土しており、縄文時代早期には一時的な人間の営

みが行われたといえよう。他の空間については、陥

し穴や石鏃といった遺構・遺物から、食料獲得に関

する場所であったと推察される。

写真46 SCl半 裁状況

0     1m

I 褐色の埋土で弱粘質。 Kr― Kbを多く含み、硬くしまっ

ている。

Ⅱ 褐色 (一部は、にぶい黄褐色)の埋上で、弱粘質。下層は
水の作用によるものか白んで見え、粘質である。全体的にA

Tを多く含む。上層から中層にかけてはしまりがない。部分

的にMB2や M B3、 Kr Awの ブロックを含む。

Ⅲ 褐色～にぶい黄褐色 (一部はオリーブ褐色)の埋土で粘質。
しまりがなく、水分を多量に含む。下場壁面は極めて粘性が

ある。 写真47 SC2完 掘状況

図26 SCl(1/40)
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69 上新開遺跡

(1)遺 跡 の立地

三財原台地の西端、鬼付女川に流れる支流に浸食

された台地上に位置する。標高は72～ 79mで、北側

から南側に向かって傾斜している。

調査区は大幅に削平されており、原地形は改変さ

れている。南側に伸びる谷の先端部分がその影響を

免れている。

(2)調 査 の概要

確認調査の結果をもとに調査地の絞り込みを行い、

A区～D区の調査区を設定した。

調査では、Kr―Kb(Ⅵ層)と MB2・ 3(Ⅸ層)
が対象となった。ただし、MB2と MB3の 識別は

困難であったので、同一の層としている。

①後期旧石器時代

A区とB区でKr―Kb(Ⅵ層)か ら、スクレイパー

やナイフ形石器、石核などが出土 した。またML2
(Ⅶ層)で礫群が 2基検出された。

A区では、AT直下のMB2・ 3(Ⅸ層)の上層
から小型のナイフ形石器などが出土した。MB2・
3(Ⅸ層)か ら大型の礫を中心とする礫群が 1箇所
検出された。礫群は、MB2・ 3の上層と下層から

検出され、上層の礫群は炭化物も同時に確認された。

礫はほとんどが砂岩で赤化しているものが多い。遺

物としては台石や敲石、磨石、スクレイパー、剥片、

石核などが出土 している。

②縄文時代

A区では、Kr Kb面で、集石遺構 2基と焼土を有

する明確な炉穴6基が検出された。集石遺構は、耕

作による削平などでほとんどの礫が失われていたが、

下部は残存していた。また配石が確認され、完形の

大型の礫を使用している。

写真48 遺跡全景 (南より)
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炉穴は、ほとんど削平されており、炉穴の底部が残

存している状況であった。

B区では、傾斜地で集石遺構が 2基検出された。

C区では、陥し穴が 1基検出され、 D区では、集

石遺構が 1基検出された。

遺物はB区で客土中から押型文土器が出土してい

る。

(3)/」  ヽ結

調査区は畑の造成などで大部分が削平を受けてお

り、Kr―Kb(Ⅵ層)が部分的に残存している箇所を

中心に調査を行った。特に南側の舌状に伸びる台地

(A区)で は、旧石器時代、縄文時代早期の遺構・

遺物が確認 された。 旧石器時代の遺構では、

写真49

写真50

B区 縄文時代早期集石遺構
Att ML2礫群

AT(Ⅷ 層)の上層のML2(Ⅶ 層)と 、下層のM
B2・ 3(Ⅸ層)か ら礫群が検出された。
遺物は、Kr―Kb(Ⅵ層)か ら石核・剥片などが、

AT直下のMB2・ 3(Ⅸ層)の上層から小型のナ
イフ形石器を含む石器が出土している。このことか

ら、ATを境に2つ の文化層の存在が考えられる。
また南端部分でML3(X層 )か らも礫群が検出さ

れており、さらに文化層が増える可能性がある。

石器はスクレイパーやナイフ形石器、剥片、石核

などがほとんどであり、礫群とともに出上している

箇所もあり、調査地の性格を判断するうえでの資料

となる。

今後の遺物の整理状況で、遺跡の性格が明らかに

なっていくものと思われる。

上

下
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なが む た

72 永牟田第 1遺跡

(1)遺 跡の立地

本遺跡は、一ツ瀬川左岸の深年Ⅱ面に相当する谷

状地形部に立地する。標高は75mを測る。

(2)調 査の概要

本遺跡の基本層序はクロボク (Ⅱ 層)、 Sz― S

(桜島薩摩火山灰・谷部のみにみられる)、 黒色土

(Ⅳ層)、 K―Ah(V層 )、 MBO(Ⅵ 層)、 MLl
(Ⅶ層)、 Kr―Kb(Ⅷ層)、 ML2(Ⅸ 層)、 AT(X
層)褐色土)、 MB2(XI層 )、 粘土層 (XⅡ層)

となる。

調査当初はKr―Kb(Ⅷ層)・ ML2(Ⅸ 層)を調
査対象と捉えていた。重機で表土剥ぎを行った結果、

南側の埋没 した谷地形部にK一Ah以上の層が残存 し

ていた。そこで、まず遺跡全体をKr Kbで揃えるこ

とを目的として、まず南側のクロボク土の掘り下げ

を行った。

①後期旧石器時代

MB2の堆積状況は、北東側で高く、北側と南側
に向けて下っていく。層中より礫群が 1基検出され

た。構成礫は尾鈴酸性岩が多い。 3箇所程小さな集

中部もみられた。遺物はスクレイパー、剥片が出土

している。

Kr―Kb(Ⅷ層)を含む層については、パ ミスの含

有率よりa・ b二層に細分 した。Ⅷa層下部とⅧb

層上部に遺物は分布している。明瞭な遺構は検出さ

れなかった。遺物は敲石・磨石や剥片が出土してお

り、敲石が多いことが特徴としてあげられる。

②縄文時代早期

MBOで集石遺構 1基が検出された (S11)。
集石遺構を検出したⅦ層の上部には礫の集中部がみ

られ、それを除去したのち集石遺構が確認された。

礫は1/2程度赤化しており、掘り込みを持ち、床
面には炭化物がみられた。遺物は、石鏃や剥片が出

土しているが、土器については、破片が小さく、数

量的にも少ない。

写真52 遺跡全景 (南より)
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③ K―Ah降灰以降

調査区南側の谷地形部で、クロボクより弥生土器

片 (中期後半～後期初頭)が出土している。壺や高

杯などの器種が認められる。

(3)ノ 1ヽ 結

本遺跡は、谷地形にあるため雨水が溜まりやすく

生活の痕跡は少ないと思われていた。しかし調査の

写真53

写真54

MB2礫 群検出状況
Kr‐ Kb遺 物出土状況

結果、各々の面積は小さいが後期旧石器時代から弥

生時代に至る5枚の文化層が確認された。

付近は、ほ場整備が行われており、本来は調査区

中央部にもKr Kb以上の包含層が存在していたと考

えられる。

上

下

上

下

写真55

写真56

S11
MLl遺 物出土状況

連齢
翻 F
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お こ ばる

74 尾小原遺跡 (二次)

(1)遺 跡の立地

新田原段丘面から南西部に張り出す尾根上に立地

する。標高は約70mで、現況は畑地になっている。

一次調査は、現調査区の北東側をA・ BoC区に
分けて実施され、後期旧石器時代から弥生時代まで

の複合遺跡であることが判明している。

(2)調 査の概要

調査区をD区 とE区とに分割した。両区とも遺物

包含層より上層は耕作により大部分が削平されてい

た。D区は、黒色土 (Ⅱ層)、 Kr Kb(Ⅵ層)、 E区

はKr― Kb、 MBl(Ⅶ 層)、 ML2(Ⅷ 層)が調査
対象となった。

①後期旧石器時代

E区のKr―Kbでは、ナイフ形石器や角錐状石器、

剥片等から構成されるブロックが 1箇所検出された。

②縄文時代早期

D区のMBOで土坑 1基が検出された。円形を呈
し、長径約1.6m× 短径約1.5m程であった。遺物等

の出土はみられなかった。

E区ではKr―Kb層面で陥し穴とみられる遺構が4基

検出された。ただし、いずれも埋土中から遺物は出

土しておらず、時期は判然としない。

SClは 長径約1.2mの 円形プランで、埋土は全

体的に黒くて硬くしまっている。底面には小穴がみ

られる。 SC2は 、径約1.3mの 円形プランで、 S
Clと 隣接 していた。埋土の特徴はSClと 同様で

ある。 SC3は 、径約1.3mの 円形プランで、底面
には、直径15cm程の小穴が 1箇所確認された。 SC

4は径約1.2mの 円形プランで、底面には小穴が数

か所確認された。

③弥生時代

方形の竪穴が3基確認された。

SA3は 2.Om× 2.Omの 方形プランで深さ0.2mと
浅いものの、分層の結果から、貼床状の土層を確認

することができた。また底部には壁帯溝が巡ってい

た。

SA2は SA3に 隣接 している。3.2m× 2.3mの

方形プランで、深さ0.2mで あった。中央部には床

面からの深さが約15cmの ピットがある。遺物は土器

の小破片のみであったが、 SA3と 同様の埋土の特

徴を示している。

図27 遺跡周辺の地形と調査区 (1/4,000)
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SAlは E区中央部やや南側で検出された。表土

除去作業中に確認されている。2.3m× 1.8mの 方形

プランを呈 し、深さ0.3mを測る。周囲に壁帯溝と

思われる溝が巡っていた。

遺構の中央部で弥生時代後期に属する土器や磨製

石鏃 土点が出土している。土器は比較的まとまって

出土しており、出土レベルが床面から約15cm程浮い

ていることや埋土下層がやや硬くしまっていること

から貼床を施 していた可能性がある。

(3)/Jヽ 結

E区のKr―Kb上部では、石鏃や剥片等がまとまっ

て出土しており、旧石器時代終末期の石器製作場所

であった可能性が考えられる。

陥し穴等の遺構については時代を特定することは

難しい。

弥生時代の遺構に関しては、耕作による削平が進

んでいるが、当台地上における該期の居住の実態を

知る資料となろう。

写真58 SA2・ 3

r鰯
lilη締望

ィ
f!■ il l:■キ

孵
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写真57 SAl遺 物出土状況
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79 宮ノ東遺跡

(1)遺 跡 の立地

―ツ瀬川右岸の低段丘上に立地する。標高は20m。

河岸低地との比高差は約12mを測る。北東約0.5km

のところに有峯城 (岡富城)があり、南東には古墳

時代～古代の集落である竹渕遺跡が立地する。また、

遺跡すぐ東の本蓮寺跡境内付近で、昭和49年 4月工

事用の土採り場のブルドーザーで押された廃土中か

ら銅鋳製経筒・陶製経筒が発見されている。

遺跡一帯は、昭和50年頃まで集落が営まれ、自衛

隊新田原基地関連で移転したのち、杉が密植してあ

った。

(2)確 認調査の概要

調査前に表面採集を実施したところ、調査区のほ

ぼ全面にわたって縄文時代から近代までの遺物の散

布が認められた。そこで、確認調査は遺物包含層、

遺構等の把握を念頭に実施した。

トレンチは2m× 5mを基本に任意に設定し、必

要に応じて拡張した。掘削は人力を基本とし、必要

に応じて重機を用いた。出土遺物は、 トレンチごと
に層一括で取り上げた。

調査期間は平成15年 7月 1日 から同年 9月 2日 ま

でで、最終調査面積は410Nで ある。

本遺跡の層序 (包含遺物)は、表土、灰褐色土 〈

古代から中世 。近世〉、黒褐色土・極暗褐色土 〈古

墳時代から古代〉、暗褐色土 〈弥生時代中期から古

墳時代〉、Kr―Kb～ MB2・ 3以下からなる。ただ

し、 トレンチによっては、表土下の灰褐色土あるい
はKr Kb等が確認できない。弥生時代から近世の遺

物包含層である灰褐色土から暗褐色土は、集落形成

等何らかの人間活動にともなって形成されたものと

考えられる。

①里道南側

ほぼ全面にわたって灰褐色土、黒褐色土 。極暗褐

色土、暗褐色土 (以下、遺物包含層)の広がりが確

認された。遺物包含層は調査区中央付近でもっとも

みや のひがし

図28 調査区周辺の地形と調査区 (1/4′000)
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